
　　　　　　　　　　　＜りんご　葉面散布剤使用例＞　　　　　省力商品：★
月 時期 散布量 /10a 商品、目的

4 展葉７日後 350～600ℓ

　【アイスバリア】　333倍×３回
　
　・

　・霜、低温対策

【プラスＢ】　2,000倍×１回
・結実安定
・花粉管の伸長促進
・花粉の発芽促進
・授粉環境の向上
・果形の安定
※溶液授粉にも混用可能

★【エコルーキー】　100～150倍
散布タイミング　①頂芽側花70～80％開花時
　　　　　　　　②えき芽側花70～80％開花時
・摘果、省力化、大面積栽培
・大玉高品質生産
※ 新提案　えき花芽を狙い２回散布
　⇒頂花芽狙い（１回目散布）が不安な方へ

5

開花直前 350～600ℓ

落花直後 350ℓ 　【バイカルティ】　1,000倍×３～５回

　・ビターピット
　・薬液乾燥促進　
　・油あがり、軟化
　・貯蔵性向上

　【スイカル】333～1,000倍×２～３回
　　・ビターピット
　　・油あがり
　　・内部褐変

★【アミノベスト】　1,000倍×３～４回
　
　

　・花疲れ、葉色向上
　・肥大促進

落花 10 日後 420ℓ
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落花 20 日後 500ℓ

落花 30 日後 500ℓ

落花 40 日後 500ℓ 【エキタイマグ】　1,000倍×３～４回
　・苦土欠対策
　　（常習地、発生後は500倍）

7

７/ 初め 500ℓ
　【トップスコア・リン】　1,000倍×３回
　・花芽充実
　・隔年結果予防
　・二次伸長抑制
　・貯蔵養分増進
　・未消化チッソの代謝

７/ 半ば 500ℓ

７/ 末 500ℓ 　【サンバリア】　1,000倍×３～４回
　・陽向面ヤケ、日ヤケ
　・果点荒れ、サビ
　・ビターピット8

８/ 半ば 500ℓ 　【トップスコア・リン】
　又は【リンクエース】　【ピーエムビー】
　　1,000倍×２～３回
　 ・着色促進
　・糖度向上

★【はっとり君】　1,000倍×１～２回

・葉の立ち上がり促進

８/ 末 500ℓ

9 ９/ 半ば 500ℓ

ミクロデナポン摘果効果促進
　摘果剤散布時　1,000倍×１

カラマツ対策

ジョンカラープロの効果安定
摘葉剤使用時期　1,000倍×１回

オススメ【エイトビー】着色剤混用
1,000倍×２回
・みつ入り促進
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９月・摘葉剤の効果安定
・葉の立ち上がり促進

凍霜害対策 結実、果形安定 摘花

・速乾性向上
・カルシウム補給

・摘果剤の効果促進
・樹勢回復

苦土欠乏対策・二次伸長抑制
・翌年の花芽充実

・着色促進
・糖度向上

着色剤混用可能

・みつ入り促進

7月～8月
ビターピット対策
高濃度散布

着色剤混用可能
・陽向面ヤケ対策
・果点アレ、サビ対策

収穫

４月

８月

７月 ６月

５月


